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環境性能の概念，コンクリートのリサイクル技術の開発，混和材料の利用に関する技術開発
トンネルコンクリートのコールドジョイント，供用開始前に発生した垂井高架橋のひび割れ損傷，アルカリ骨材反応による鉄筋破断
仕様規定型から性能照査型へ，性能照査とマニュアルの分離，維持管理編の新設，研究委員会活動，乾燥収縮率上限値の明示，施工性能にもとづくコンクリートの配合設計と施工法の導入，基準類の国際化対応
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ポリマー改質アスファルトの高度化及び普及，CO2排出抑制技術，排水性（高機能，低騒音）舗装，車道透水性舗装，リサイクル率の拡大，他産業廃棄物の利用技術，路面及び周辺温度抑制，低減機能，大気汚染抑制機能，バリアフリーへの配慮
コンクリート標準示方書からの独立，仕様規定型から性能照査型へ，アスファルト舗装とコンクリート舗装の一体化，性能規定に基づく材料試験と施工法の導入
	【コンクリート】

兵庫県南部地震，せん断破壊，橋脚，耐震設計基準，耐震診断，耐震補強、地盤と構造の相互作用
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FWD，GPR，赤外線，環境騒音の予測
BALM，アスファルト混合物下面，路床上面
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